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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月8日(2008.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
凝固活性を有するポリペプチドコンジュゲートであって、該ポリペプチドが、配列番号１
中に示されるヒト第ＶＩＩ因子（ｈＦＶＩＩ）またはヒト第ＶＩＩａ因子（ｈＦＶＩＩａ
）のアミノ酸配列とは１５以下のアミノ残基において異なり、かつ置換Ｔ１０６Ｎまたは
Ｖ２５３Ｎによって導入された少なくとも１つのＮ－グリコシル化部位を含むアミノ酸配
列を含むポリペプチドと、該少なくとも１つの導入されたＮ－グリコシル化部位に共有結
合している糖成分とを含む、ポリペプチドコンジュゲート。
【請求項２】
置換Ｔ１０６Ｎによって導入されたＮ－グリコシル化部位を含む、請求項１記載のポリペ
プチドコンジュゲート。
【請求項３】
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置換Ｖ２５３Ｎによって導入されたＮ－グリコシル化部位を含む、請求項１記載のポリペ
プチドコンジュゲート。
【請求項４】
少なくとも２つの導入されたＮ－グリコシル化部位を含む、請求項１記載のポリペプチド
コンジュゲート。
【請求項５】
置換Ｔ１０６Ｎ及びＩ２０５Ｓ／Ｔによって導入された２つのＮ－グリコシル化部位を含
む、請求項４記載のポリペプチドコンジュゲート。
【請求項６】
置換Ｖ２５３Ｎ及びＩ２０５Ｓ／Ｔによって導入された２つのＮ－グリコシル化部位を含
む、請求項４記載のポリペプチドコンジュゲート。
【請求項７】
置換Ｔ１０６Ｎ及びＶ２５３Ｎによって導入された２つのＮ－グリコシル化部位を含む、
請求項４記載のポリペプチドコンジュゲート。
【請求項８】
該ポリペプチドが活性形である、請求項１～７のいずれか１項記載のポリペプチドコンジ
ュゲート。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１項記載のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするヌク
レオチド配列。
【請求項１０】
請求項９のヌクレオチド配列を含む発現ベクター。
【請求項１１】
請求項９に記載のヌクレオチド配列または請求項１０に記載の発現ベクターを含む宿主細
胞であって、インビボグリコシル化の能力を有するガンマカルボキシル化細胞である宿主
細胞。
【請求項１２】
ポリペプチドの発現を誘導する条件下で、請求項１１に規定される宿主細胞を培養するこ
と、およびポリペプチドを回収することを含む、請求項１～８のいずれか１項記載のポリ
ペプチドコンジュゲートを製造する方法。
【請求項１３】
該宿主細胞が哺乳動物細胞である、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
該宿主細胞がCHO細胞、BHK細胞またはHEK細胞である、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
請求項１～８のいずれかに規定されるポリペプチドコンジュゲートと、薬学的に許容しう
るキャリアーまたは賦形剤とを含む組成物。
【請求項１６】
医薬として使用されるための、請求項１～８のいずれかに規定されるポリペプチドコンジ
ュゲート。
【請求項１７】
請求項１～８のいずれかに規定されるポリペプチドコンジュゲートを含む、凝固形成の増
加が望ましい哺乳動物における疾患または障害の治療用医薬。
【請求項１８】
該疾患または障害が血友病である、請求項１７に記載の医薬。
【請求項１９】
該疾患または障害が損傷である、請求項１７に記載の医薬。
【請求項２０】
該疾患または障害が手術である、請求項１７に記載の医薬。
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